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別紙 

 

BSS－PACK 中核部（ミドルソフト）営業秘密部プログラム目録 

 

プログラム名称とその機能  

 株式会社ビーエスエスが開発したＢＳＳ－ＰＡＣＫ製品が共通して使用する中核

部（ミドルソフト）「営業秘密部プログラム」は次のとおりである。  

１ プログラム名称  

  (1)ＳＳＤＢａｃｃｓ （擬似統合データベース機能）  

  (2)ＳＣｔｓｕｓｉｎ （ハードロックチェック機能）  

  (3)ＳＣｐｊｋｔｓｕ （擬似統合データベース機能）  

  (4)ＳＣｂｒａ    （擬似統合データベース機能）  

  (5)ＳＣＵＳＲｂｒａ （擬似統合データベース機能）  

  (6)ＢＰＰＲＩＮＴ 

  (7)ＳＤａｅｍｏｎ 

  (8)エンドユーザー情報ファイル （ソフトロック）  

 

２ その機能 

(1)ＳＳＤＢａｃｃｓ（擬似統合データベース機能）  

  どのＤＢＭＳに対応するべきかの指令がまとめられているプログラムである。

これにより，複数種のＤＢＭＳへの対応が可能となる。  

(2)ＳＣｔｓｕｓｉｎ (ハードロックチェック機能) 

  個々のソフトウェア部品の三相間，ソフトウェア部品とＤＢＭＳ間，クライア

ントとサーバー間などの通信時に必要となる各種機能をまとめている。特に，ソ

フトウェア部品の三相構造が作動するためには必須の機能である。その内容は，

必ず使用される初期処理及び環境変数の取得時におけるハードロックキー装着チ

ェック機能が含まれている重要なプログラムである。  



14 

 

(3)ＳＣｐｊｋｔｓｕ （擬似統合データベース機能）  

  ＢＳＳ－ＰＡＣＫは業務分類（販売管理，仕入管理，一般会計管理等）ごとに

ＤＢをもっている（分散ＤＢサーバー）ことにより，ソフトウェア部品を実行し

て業務処理を行うにあたりどのＤＢにデータを書き込むかの振り分け機能のある

プログラムである。同時に分散しているＤＢサーバーを統合し，一つのＤＢサー

バーであるかのように機能させるプログラムである。  

(4)ＳＣｂｒａ （擬似統合データベース機能）  

  ＢＳＳ－ＰＡＣＫの業務分類ごとのＤＢの識別名（ヘッダー）を受信するため

の機能をするプログラムである。ＳＣＰｊｋｔｓｕと対になって働く。  

(5)ＳＣＵＳＲｂｒａ （擬似統合データベース機能）  

  ＢＳＳ－ＰＡＣＫ以外に設置された外部ＤＢにアクセスし，これを取り込むた

めの機能をするプログラムである。ＢＳＳ－ＰＡＣＫの作動範囲を拡大するため

に必要である。  

(6)ＢＰＰＲＩＮＴ  

  個々のソフトウェア部品の帳票印刷を制御するための機能があるプログラムで

ある。 (ソースコードを開示したことがある唯一のプログラム) 

(7)ＳＤａｅｍｏｎ  

  ビーエスエス社が開発したＢＳＳ－ＰＡＣＫ用の通信デーモンである。個々の

ソフトウェア部品の三相間の通信制御を行う機能で，(2)ＳＣｔｓｕｓｉｎと関連

してＢＳＳ－ＰＡＣＫ中核部（ミドルソフト）の頭脳から発せられ，関数インタ

ーフェース部の働きを制御する神経伝達物質的な役割を果たすものである。間接

的にハードロックチェック機能があり，営業秘密機能の中心的な役割を果たして

いる。 

(8)エンドユーザー情報ファイル（ソフトロック）  

  営業秘密部の作動条件を示すファイルであり，営業秘密部を保護するロック機

能を果たす。サーバー機に設定されなければシステムは作動しない。  

以上 


